
2016 年 8 ⽉ 27 ⽇（⼟）15:30‐19:30  

「EU を学ぶ」セミナー EU とイギリス 国⺠投票の結果をめぐって 

九州⼤学 EU センター共催のもと、8 ⽉ 27 ⽇、佐賀県国際交流プラザで「EU とイギリス 国⺠投票の結果をめぐって」と題して
講演会が⾏われました。佐賀県 EU 協会の主催、佐賀県国際交流協会の共催で⾏われました。⼀般および学⽣などから約
50 名が参加しました。佐賀県 EU 協会事務局⻑の⼋⾕まち⼦⽒と九州⼤学経済学研究院教授で九州⼤学 EU センター⻑
の岩⽥健治⽒のふたりの EU 専⾨家が講演をおこないました。 
 

前半は⼋⾕⽒が政治的歴史的観点から国⺠投票の結果を読み解きました。後半は岩⽥⽒により、経済的側⾯から講演が
⾏われました。イギリスの輸出先は多くは EU 向けで、EU を脱退することはイギリスのみならずイギリスと交易をする EU 圏内の
国々にも関税が⽣じるなどの影響があることなどの説明がありました。 
 

参加者アンケートの結果から、専⾨的なテーマでありながら報道以上の内容であり、どのような知識レベルの参加者にも⼤変わ
かりやすい説明であったという感想が聞かれました。次回参加希望の声も多く、⼤変好評を得た⾮常に満⾜度の⾼いセミナーと
なったことがうかがえました。 
   

佐賀新聞デジタル版に掲載されました 

（2016 年 08 ⽉ 30 ⽇ 9 時 57 分） 

http://www.saga‐s.co.jp/column/economy/22901/350305 

以下、記事より引⽤ 

英国のＥＵ離脱考える 九⼤院・岩⽥教授が講演 

■欧州統合利益⾒るべき 

 英国の欧州連合（ＥＵ）離脱問題について考えるセミナーが２７⽇、佐賀市であった。九州⼤⼤学院教授で同⼤ＥＵセ
ンター⻑の岩⽥健治⽒が、英国のＥＵ離脱を経済的な側⾯から解説。ＥＵ内で最も多く直接投資を受け⼊れている英国が
離脱する影響は⼤きく、離脱交渉が⻑引けば進出する⽇本企業にも⼤きな打撃になると指摘した。セミナーは県ＥＵ協会な
どが主催し、同協会事務局⻑の⼋⾕まち⼦⽒も講演した。岩⽥⽒の講演要旨を紹介する。 
 

【講演要旨】 
 英国のＥＵ離脱派は、欧州統合による利益についてではなく、⺠主主義や独⽴、（ＥＵ本部がある）ブリュッセルが物事を
全部決めていいのかという、⼆項対⽴の問題点を提起した。統合の利益を本当に忘れ去っていいのかと問いたい。 
 離脱派はＥＵへの拠出⾦の多さを批判していた。拠出⾦の絶対額は３番⽬に多いが、対ＧＤＰ⽐では０・３％と⼩さい。
⼤きな国の割には拠出額は少ない。 
 「ブリュッセル」への不満についてはどうか。ＥＵは⽴法権限も持ち、「国」として動いている。各国が議論をした上で権限を移し
てきたはずなのに、今ごろ⾔ってどうなるのかと思う。こうした不満の背景には、リーマン・ショック後の低成⻑がある。 



 統合の効果はある。１⼈当たりＧＤＰを⾒ると、ＥＵに⼊ることで貧しい国が豊かになり、⽣活⽔準の差が縮まった。ＥＵと
いう統合体があることで、⼈々が利益を⼿に⼊れたということだ。 
 ＥＣ加盟後、英国の主要な貿易相⼿は英連邦からＥＣに移り、現在でも輸出の多くはＥＵ向けだ。英国の⾃動⾞メーカ
ーは次々に買収されたが、⾃動⾞が対欧州輸出品の筆頭。これは⽇本など世界のメーカーが⼯場を置いて⽣産しているから
だ。 
 英国はＥＵ域内で最も多く直接投資を受け⼊れている。世界からの投資で雇⽤を守り、ＧＤＰを成⻑させてきた。離脱して
しまうと関税がかかるため、投資をやめる動きが出てくる。これはどう考えても英国経済にとってマイナスだ。 
 統合の利益を配分してきたＥＵも、通貨がユーロに統合された１９９９年以降は１⼈当たりＧＤＰに格差が⽣まれてき
た。ドイツが独り勝ちし、ドイツとイタリアでは⽔準が３割違う。統合のありがたさがなくなってきた。これが英国のＥＵ離脱後のヨ
ーロッパ側の最⼤の問題点だ。 
 離脱の⼿続きは、まず英国がＥＵに「通知」し、原則２年以内に新たな貿易投資協定がつくられる。だが、時間を稼ぎたい
英国はまだ通知をしていない。離脱後のＥＵとの関係では、ＥＵ市場に全⾯的にアクセスができ、実質的には残留に近い「ノ
ルウェー型」の可能性もあるが、これはＥＵが決めた法体系を⼀⽅的に受け⼊れることになる。英国は⼤変困難な状況に陥っ
ているといえる。 
 ⽇本企業にとっても影響は⼤きい。世界貿易機関（ＷＴＯ）が定める関税率の枠内で英国がＥＵにアクセスすることにな
れば、関税の影響を受けるため拠点⾒直しが迫られる。ＥＵとの交渉が⻑引けば、選択肢の⾒通しが⽴たない不透明な状況
が続く恐れもある。 
 
 

イベント詳細 

イギリスの 6 ⽉ 23 ⽇の国⺠投票で、EU 離脱が過半数を占めました。EU にとっては初めての加盟国の減少となります。国⺠投
票の結果は、世界的な経済の不安定化をよびおこし、イギリス国内の政治状況も混乱しています。また、EU に対しても統合の
あり⽅に重要な課題をつきつけるものです。今回の講演では、⼆⼈の EU 専⾨家に経済と政治の側⾯からイギリスの EU 離脱
問題をわかりやすく解説してもらいます。 
 

会 場/ 佐賀県国際交流プラザ研修室（佐賀商⼯ビル１F） 

⽇ 時/ 2016 年 8 ⽉ 27 ⽇(⼟) 15:00‐17:00 

定 員/ 60 名 参加費/ 無料 (※予約制 E‐mail か電話にてご予約ください。) 
申込先/ sagakeneu@gmail.com、0952‐25‐7921（佐賀県国際交流協会） 

予約受付時間 ９：００〜２０：３０ （⽇・祝は〜１６：３０） 

共催：佐賀県 EU 協会 https://www.facebook.com/sagakeneu/ 

九州⼤学 EU センター http://eu.kyushu‐u.ac.jp/indexjp.html 

（公財）佐賀県国際交流協会 https://www.spira.or.jp/ 

後援：佐賀県、佐賀県国際⻘年交流機構 （IYEO 佐賀） 

駐⽇欧州連合代表部広報部（予定） 


